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二
年
生
は
・・
月
・・
日
（
月
）
か
ら
３

泊
４
日
の

東
京
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
台
風
・・
号
の

接
近
で
予
定
通
り
で
き
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、

台
風
も
去
り
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
無
事
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
日
目
の
国
立
科
学
博
物
館
の
見
学
で
は
展
示

物
の
多
さ
と
人
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
な
か
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
夜
は
三
高
卒

業
生
の
森
山
洋
二
様
の
講
話
を
聴
き
ま
し
た
。
高

校
時
代
に
多
様
な
経
験
を
す
る
こ
と
、
小
さ
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
社
会
人

と
し
て
の
心
構
え
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
参
考

に
な
り
ま

し
た
。

二
日
目
の
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー
で
は
、

８
つ
の
班
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
２
つ
の
企
業
を

見
学
し
、

事
前
に

準
備
し
た
質
問
な
ど
を
し
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
に
帰
る
と
他

の
班
と
情

報
交
換
を
行

い
、
研
修
の
成
果
を
共
有

し
ま
し
た
。

三
日
目
の
班
別
自
主
研

修
で
は
進
路
希
望
を
元
に

・・
班
に
分
か
れ
て
、
施
設

訪
問
や
大
学
、
専
門
学
校

の
見
学
を
し
ま
し
た
。
各

班
で
相
談
し
て
訪
問
先
を

決
め
、
利
用
す
る
交
通
機

関
、
路
線
、
時
刻
な
ど
具

体
的
な
行
程
表
を
作
成
し
て
臨
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
実
は
厳
し
く
、
反
対
方
向
の
電
車
や
違
う

路
線
の
電
車
に
乗
っ
て
し
ま
い
苦
労
し
た
班
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
験
も
含
め
て
、
と
て
も

充
実
し
た
研
修
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
四
季
劇
場

で
の
観
劇
の
時
間
に
全
て
の
班
が
間
に
合
い
、
「
ラ

イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
を
観
劇
し
て
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

四
日
目
は

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
で
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
乗
り
、
買
い
物
を
し
て
、
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
日
間
を
通
し
て
、
研
修
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
テ

ル
で
の
過
ご
し
方
や
集
団
行
動
の
難
し
さ
な
ど
、

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
高
校
生
活
や
社
会
生
活
に
活
か
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

二
年
学
年
主
任

日
下

光
広

★１日目

東京へ向けて出発→羽田空港に到着後、バスで上野公園へ→国立科学博物館見学→イブニングセミナー

★２日目

キャリア・スタディ・ツアー（８コースに分かれて、ＪＡＸＡや味の素ＫＫ、パナソニックなどを見学）

★３日目

班別自主研修①（無料施設見学）→班別自主研修②（各大学・専門学校見学）

→劇団四季「ライオンキング」を観劇

★４日目

東京ディズニーランドを満喫！→バスで羽田空港へ。島根へ向けて出発→到着

♢研修スケジュール

ツアー後、ホテルでの振り返りの様子。

キャリア・スタディ・ツアーでJAXAを見学。

二
年
生

泊

日

研
修
旅
行



☆
私
は
違
う
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
す
る
気
持
ち
が
全
く
な
か
っ
た
し
、
そ
う
い
う
気
持

ち
を
持
と
う
と
し
て
も
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
も
っ
と

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
対
し
て
興
味
を
も
っ
て
自

分
の
将
来
に
つ
い
て
こ
れ
を
参
考
に
し
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

☆
ど
ん
な
こ
と
も
自
分
と
関
連
づ
け
て
考
え
て
、
い
ろ
ん

な
視
点
か
ら
物
事
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

☆
森
山
さ
ん
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
な
ど
に
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
れ
て
い
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

自
分
の
考
え
や
意
見
な
ど
を
し
っ
か
り
と
持
ち
な
が

ら
、
今
後
い
ろ
ん
な
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
こ

と
、
目
標
の
た
め
に
努
力
し
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。

☆
森
山
さ
ん
は
い
ろ
ん
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
こ
こ
ま
で

こ
ら
れ
る
の
は
本
当
に
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
し
、

ど
ん
な
つ
ら
い
経
験
で
も
や
り
続
け
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
な
こ
と
な
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
最
初

か
ら
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
満
足
の
い
く
ま
で

や
り
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

☆
今
後
、
講
演
や
普
段
の
授
業
、
部
活
動
な
ど
で
疑
問
を

持
ち
、
解
決
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

☆
も
っ
と
周
り
に
気
を
配
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

☆
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
を
見
て
、
と
て
も
感
動
し
た
し
、

学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

☆
事
前
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
調
べ
た
り
、
計
画
し
た
り

し
て
お
く
こ
と
の
重
要
さ
や
、
協
働
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

☆
班
別
自
主
研
修
で
は
、
お
互
い
に
い
ろ
い
ろ
と
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
協
力
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。

キャリア・スタディ・ツアーでパナソニックを見学。

左／ビッグタングラム。７つの図形を組み合わせ、正面に映るものと同じ

形を作るというもの。このように、見て、触れて、体験できるものが

いくつもありました。

右／オリンピック・パラリンピック関連の展示もありました。

班別自主研修でJICAを訪問。世界が抱える問題について学びました。

イブニングセミナーの様子。
三高卒業生の森山洋二様の話を聞きました。

キャリア・スタディ・ツアーで
ＪＡＬを見学。

班別自主研修で東京都庁を見学。

キャリア・スタディ・ツアーで味の素ＫＫを見学。
かつお節削りを体験しました。

国立科学博物館を見学。

最終日、東京ディズニーランド！

【
生
徒
の
研
修
後
の
感
想
】



私
は
中
学
生
の
時
に
「
北
方
領
土
に
関
す
る
全
国

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
内
閣
府
北
方
対
策
本

部
審
議
官
賞
を
頂
き
、
そ
の
副
賞
と
し
て
、
国
後
島

と
の
ビ
ザ
な
し
交
流
に
参
加
し
ま
し
た
。
国
後
島
で

は
、
施
設
見
学
や
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
、
住
民
交
流
会

等
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
食
事
は
、
黒
パ
ン
や
ピ
ン

ク
の
ス
ー
プ
な
ど
、
初
め
て
食
べ
た
も
の
も
あ
り
ま

し
た
が
、
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
ト
マ
ト
や

紅
茶
は
日
本
の
も
の
と
味
が
違
っ
て
い
て
驚
き
ま
し

た
。
図
書
館
に
は
日
本
の
名
作
や
日
本
語
ク
ラ
ブ
が

あ
り
、
島
の
皆
さ
ん
が
日
本
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

て
い
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
島
の
皆
さ
ん
が
本
当
に

温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
私
は
国
後
島
の

こ
と
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
は
も
っ

と
多
く
の
人
に
島
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
ま
た
、
島
の
皆
さ
ん
が
日
本
人
に
寄
り
添
っ
て

く
れ
て
い
る
よ
う
に
、
お
互
い
の
こ
と
を
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
は
こ
の
か
け
が

え
の
な
い
経
験
を
生
か
せ
る
よ
う
に
、
今
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一
年

佐
藤

有
華

・・
月
・・
日
（
火
）
令
和
元
年
度
後
期

生
徒
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
会

執
行
部
員
、
各
委
員
会
正
副
委
員
長
の

自
己
紹
介
が
あ
り
、
生
徒
会
長
の
吉
田

千
之
輔
さ
ん
が
代
表
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。
次
に
、
各
委
員
会
等
の
活
動
計
画

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
会
執
行

部
の
活
動
目
標
は
「
全
校
生
徒
が
充
実

し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

学
校
づ
く
り
を
す
る
」
で
、
後
期
は
生

徒
会
誌
の
発
行
な
ど
の
活
動
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
は
、
令
和
元
年

度
台
風
・・
号
災
害
義
援
金
の
募
金
活
動

に
つ
い
て
呼
び
か
け
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

三・ ・ 高校のキ・リア・ ・ では・生徒が自分の・ ・ テ・マを設定

し・グル・プが・ ・ して研・ を進める・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・を行・てい

ます・・年生では・・ 一・ ・ として・ ・ に・ ・ なスキルを・ につけ

ることを目的とした学龻に取り組んでいます・

２学期現取り組んでいるのが・シ・ ・レ・シ・ン・ ・ムの中で

・まちづくり・を体験するプ・ グラム・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・

です・生徒は・ ・ ・ の・ 部という設定で・・まちづくり・ 進部・・・

・ ・ ・ 部・などの部・ に・ ・ し・・・・・・年の・ ・ まで住民の・ せを

りながらまちを・ 続させる・という・ ・シ・ンのもと・事業・ 分

けを行います・・ ・ムを通して・ ・ ・ の・ ・ ・ ・ を学び・・当事龸

・ ・ ・を持・て社会と自分の関わりについて考えられるようになる

こと・・ ・ スキルを実・ 的に学・ことが目的です・

・・月・・日・・・・・・・ では・・・ 目のプレイを実施しました・

生徒たちは・事業の ・ 龸の・ ・ ・実施・ の・ ・ など・・・事業を

様・な・ ・ から・ ・ し・・ 心に議・ しました・また・・・月・日

・・ ・・・・・ には・・ ・ ・ ・ 員の方にお・ しいただき・インタ

ビ・ ・を行いました・実に現場で事業に・ わ・ている方からの生

の・ を・ き・生徒はより実感を持・て・ ・ ・ ・ ・の理解を・ めるこ

とができました・次・ の２・ 目のプレイでは・さらに議・ を発展さ

せられるよう期待しています・・ ・ ・ ・ 員の皆様・中学校コ・デ・

・ ・ タ・の皆様・ご・ ・ ありがとうご・いました・

・
／
ホ

ム
ビ
・

ト

一
・
に
・
・
を
・
・
ま
し
た

・
／
・
・
・
・
会

・
ル

ン
ア

ト
を
し
て
・
・
し
ま

し
た

各グループで、削減事業について話し合う様子。

【
北
方
領
土
訪
問
の
報
告
】

【 SIMULATION 雲南2030】

【
生
徒
総
会
】

生徒会長 吉田 千之輔

議 長 山根 光博

副会長 坪倉 茜

副議長 芝原 春菜

書 記 細木 善斗

田中 太士

会 計 杉原 希美

会計監査 小原 一眞

総務委員長 山口 俊樹

文化委員長 渡部 志音

体育委員長 中島 泰平

ボランティア委員長

三島 祥太

年 生 行



11月28日（ 木） 　 期末試験（ ～12月３日）

12月３日（ 火） 　 寮大掃除・ 部屋替え、

第１回自動車学校説明会

　 　 19日（ 木） 　 保護者面談（ ～27日）

　 　 24日（ 火） 　 寮送別会

　 　 25日（ 水） 　 終業式

　 　 26日（ 木） 　 ３年生冬期補習１日目

　 　 27日（ 金） 　 ３年生冬期補習２日目

１ 月６ 日（ 月） 　 ３ 年生冬期補習３日目

　 　 ７ 日（ 火） 　 ３ 年生冬期補習４日目

　 　 ８ 日（ 水） 　 始業式

　 　 18日（ 土） 　 大学入試センター試験１日目

　 　 19日（ 日） 　 大学入試センター試験２日目

　 　 21日（ 火） 　 ３年生特別授業開始

２月13日（ 木）   試験発表

　 　 20日（ 木） 　 １～２年生学年末試験（ ～26日）

　 　 27日（ 木） 　 第２回PTA評議員会

　 　 28日（ 金） 　 3年人権教育講演会

３ 月３ 日（ 火） 　 卒業式

　 　 ５ 日（ 木） 　 高校入試、 生徒休業日

　 　 ６ 日（ 金） 　 生徒休業日

　 　 24日（ 火） 　 終業式

12月～3月の主な行事予定

部活動等大会結果報告

■男子ソフトボール部

島根県高等学校ソフトボール新人大会 優勝

全国高等学校男子ソフトボール選抜大会出場権を獲得

　（全国大会は来年3月に山口県で開催されます。）

■演劇部

第43回島根県高等学校演劇発表会 最優秀賞

中国大会出場（中国大会は12月に島根県民会館で開催されます。）

■陸上部

島根県高等学校新人陸上競技大会

2年 吉川優斗 棒高跳び3位

中国新人大会出場

■文芸部

第21回高校生文芸道場中国ブロック大会

1年 松田一花 入賞

■茨城国体2019

2年 小村楓馬 バスケットボール少年男子 5位

■第58回島根県高等学校音楽コンクール

3年 錦織歩香 木管楽器の部 1位

■第29回島根県雲南市永井隆平和賞

2年 山口俊樹 高校生の部 佳作 県音楽コンクールの表彰式の様子。茨城国体に出場した

２年小村くん。

演劇部、題は「ただ、今」。

男子ソフトボール部、表彰式の様子。

新チーム始動


